
1 / 18



2 / 18



3 / 18



②教職課程コアカリキュラム対応表

項⽬

全体⽬標：
到達⽬標
／授業回１）２）３）４）５）１）２）３）４）５）

第１回 ○
（１）当該教科の⽬標及び内容 第２回 ○
⼀般⽬標： 学習指導要領に⽰された当該教科の⽬標や内容を理解する。 第３回 ○

第４回 ○
到達⽬標：１） 第５回 ○

２） 第６回 ○ ○
３） 第７回 ○
４） 第８回 ○
５）発展的な学習内容について探究し、学習指導への位置付けを考察することができる。 第９回 ○

※中学校教諭及び⾼等学校教諭 第１０回 ○ ○
第１１回 ○

（２）当該教科の指導⽅法と授業設計 第１２回 ○
⼀般⽬標： 基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場⾯を想定した授業設計を⾏う⽅法を⾝に付ける。 第１３回 ○

第１４回 ○ ○
到達⽬標：１） (p290-291) 第１５回 ○ ○

２） 第１回 ○
３） 第２回 ○
４） 第３回 ○ ○
５）当該教科における実践研究の動向を知り、授業設計の向上に取り組むことができる。 第４回 ○

※中学校教諭及び⾼等学校教諭 第５回 ○
第６回 ○
第７回 ○
第８回 ○
第９回 ○ ○ ○
第１０回 ○
第１１回 ○ ○
第１２回 ○ ○ ○ ○
第１３回 ○ ○ ○ ○
第１４回 ○ ○ ○ ○

(p292-293) 第１５回 ○ ○
各到達⽬標を扱う授業回に○を付すこと。

授
業
科
⽬
名
及
び
授
業
回
︵
シ
ラ
バ
ス
の
ペ
ổ
ジ
番
号
︶

⽔
産
科
教
育
法
Ⅰ

学習指導要領における当該教科の⽬標及び主な内容並びに全体構造を理解している。
個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。

各教科の指導法（情報通信技術の活⽤を含む。）
各教科の指導法（情報
通信技術の活⽤を含

む。）

（１） （２）
当該教科における教育⽬標、育成を⽬指す資質・能⼒を理解し、学習指導要領に⽰された当該教科の学習内
容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的
な授業場⾯を想定した授業設計を⾏う⽅法を⾝に付ける。

当該教科の学習評価の考え⽅を理解している。
当該教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活⽤することができる。

⼦供の認識・思考、学⼒等の実態を視野に⼊れた授業設計の重要性を理解している。
当該教科の特性に応じた情報通信技術の効果的な活⽤法を理解し、授業設計に活⽤することができる。

⽔
産
科
教
育
法
Ⅱ

学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。
模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を⾝に付けている。
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